
「
石
垣
原
合
戦
」
特
集
記

　
「
石
垣
原
音
戦
」
の
実
像
を
探
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
緑
ケ
丘
町
　
三
重
野
　
勝
　
人

　
　
　
は
じ
め
に

　
西
暦
一
六
〇
〇
年
九
月
一
三
日
午
後
、
別
府
市
の
石
塩
原
を
中
心
に
戦
わ

れ
た
「
石
垣
原
合
戦
」
に
つ
い
て
は
、
合
戦
そ
の
も
の
に
限
ら
ず
、
そ
れ
に

至
る
ま
で
の
大
友
義
統
の
足
跡
に
つ
い
て
も
、
出
典
・
史
料
に
よ
っ
て
記
録
・

記
述
が
相
違
し
て
い
る
場
合
が
多
く
、
実
像
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
非
常

に
困
難
に
し
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
そ
れ
ら
に
依
拠
す
る
研
究
論
稿
・

著
書
の
内
容
に
も
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
、
郷
土
史
愛
好
家
の
間
の
事
実

認
識
に
混
乱
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
因
み
に
「
石
垣
原
合
戦
」
に
つ
い
て
記

し
た
過
去
の
主
要
な
論
稿
と
、
各
論
稿
が
依
拠
し
た
主
な
出
典
・
史
料
を
瞥

見
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
田
　
『
大
分
連
隊
区
管
内
に
於
け
る
郷
土
戦
史
の
研
究
』

　
　
　
　
　
（
帝
国
在
郷
軍
入
会
大
分
支
部
昭
和
二
年
）
『
増
補
大
友
興
廃
記
』

　
②
　
『
大
分
の
歴
史
』
（
４
）
　
（
大
分
合
同
新
聞
社
一
九
七
七
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
大
友
家
文
書
』

　
圓
　
『
大
分
県
史
』
中
世
編
Ⅲ
（
大
分
県
一
九
八
七
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
清
正
勲
績
考
』
・
『
増
補
訂
正
大
友
史
料
』

　
㈲
　
『
別
府
市
誌
』
（
別
府
市
一
九
八
五
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
古
屋
文
書
」
・
『
松
井
文
書
』

　
　
＊
『
別
府
市
誌
』
は
古
屋
・
松
井
両
文
書
を
引
用
し
て
い
る
が
、
石
垣

　
　
　
原
で
の
具
体
的
な
戦
闘
場
面
に
つ
い
て
は
「
古
屋
文
書
」
（
南
立
石
古

　
　
　
屋
家
蔵
）
に
拠
っ
て
い
る
。

　
合
戦
の
地
元
、
別
府
市
の
郷
土
史
研
究
会
「
別
府
史
談
会
」
の
会
誌
『
別

府
史
談
』
に
は
、
合
戦
に
関
す
る
史
料
が
、
会
員
や
郷
土
史
研
究
家
の
手
に

よ
っ
て
紹
介
さ
れ
、
「
石
垣
原
合
戦
」
解
明
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

こ
と
に
佐
藤
暁
氏
「
松
井
文
書
『
立
石
一
件
』
」
（
別
府
史
談
）
第
七
号
）
、
入

江
秀
利
氏
「
書
簡
が
語
る
真
相
松
井
・
大
友
の
立
石
合
戦
」
（
同
第
十
三
号
）
、

古
屋
文
書
「
有
垣
原
合
戦
覚
」
を
紹
介
し
た
安
部
和
也
氏
の
「
『
石
垣
原
合
戦

日
記
』
古
屋
家
文
書
」
（
同
第
六
号
）
な
ど
は
、
古
文
書
を
解
読
し
、
必
要
に

応
じ
て
解
説
な
ど
を
付
し
て
、
郷
土
史
愛
好
家
の
学
究
心
に
応
え
て
い
る
。

　
ま
た
戦
跡
の
紹
介
で
は
、
矢
島
嗣
久
氏
の
「
石
垣
原
合
戦
の
史
跡
に
つ
い

て
」
（
同
第
五
号
）
が
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
研
究
史
料
に
加
え
、
古

地
図
な
ど
も
紹
介
し
た
大
分
県
先
哲
資
料
館
編
「
戦
場
の
風
景
―
大
友
氏
の

合
戦
を
読
む
」
（
平
成
回
一
年
）
、
前
記
『
郷
土
戦
史
の
研
究
』
、
員
原
益
軒
著

『
豊
国
紀
行
』
な
ど
を
援
用
、
ま
た
合
戦
に
至
る
歴
史
の
流
れ
の
記
述
は
、
『
大

分
県
史
』
（
中
世
編
ｍ
）
の
橋
本
操
六
氏
の
論
稿
に
依
拠
し
た
。

　
　
　
　
一
　
文
様
の
役
と
大
友
氏
断
絶

文
禄
の
役
（
一
五
九
二
）
と
大
友
軍
の
失
態

　
合
戦
の
主
役
大
友
義
統
は
大
友
宗
麟
義
鎮
の
嫡
子
、
母
は
奈
多
八
幡
大
宮

司
祭
多
鑑
基
の
娘
（
田
原
紹
忍
の
妹
）
で
あ
っ
た
。
初
名
は
足
利
最
後
の
将

軍
義
昭
の
誹
を
受
け
「
義
戦
」
と
し
、
一
五
八
八
年
に
は
豊
臣
秀
吉
の
一
字

を
受
け
「
吉
統
」
と
改
め
た
。

　
一
五
九
〇
年
全
国
統
一
を
達
成
し
た
秀
吉
は
、
ヱ
ハ
方
の
大
軍
を
動
員
し

て
朝
鮮
に
侵
攻
、
文
禄
・
慶
長
の
役
（
九
二
年
～
九
七
）
の
戦
端
を
開
い
た
。

大
友
義
統
は
、
三
番
備
の
黒
田
長
政
配
下
で
、
六
〇
〇
〇
の
豊
後
軍
を
率
い

て
出
兵
し
、
平
壌
（
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
）
ま
で
進
攻
し
た
小
西
行
長
軍
の
後
衛
と

し
て
、
大
同
江
南
方
の
黄
州
・
鳳
城
に
布
陣
し
た
。

　
一
五
九
三
年
一
月
、
明
の
援
軍
二
〇
万
が
小
西
軍
を
攻
撃
、
窮
地
に
立
っ

た
行
長
は
、
黒
田
・
大
友
・
小
早
川
に
救
援
を
要
請
し
た
。
こ
の
時
義
統
は

－１１



黒
田
陣
で
軍
議
中
で
本
陣
に
不
在
、
現
地
人
友
軍
は
小
西
戦
死
と
誤
認
し
て

黒
田
陣
に
退
却
し
た
。
こ
の
こ
と
が
大
友
氏
改
易
（
所
領
没
収
・
お
家
断
絶
）

の
原
因
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

大
友
氏
改
易
と
義
統
主
従

　
秀
吉
の
示
し
た
義
統
改
易
の
理
由
は
六
ヵ
条
か
ら
な
る
が
、
①
戦
況
未
確

認
ヽ
②
し
か
も
敵
地
で
の
退
却
は
前
代
未
聞
ヽ
③
豊
臣
の
顔
に
臆
病
郎
を
つ

け
た
と
の
主
理
由
の
外
、
過
去
の
失
態
に
か
か
わ
る
次
の
三
ヵ
条
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
　
　
　
　
。

　
田
　
島
津
氏
と
の
豊
薩
戦
争
の
際
、
秀
吉
の
到
着
も
待
た
ず
、
戸
次
河
原

　
　
（
大
分
市
）
の
戦
い
で
島
津
軍
に
敗
北
、
府
内
、
高
崎
山
城
に
も
篭
も
ら

　
　
ず
竜
王
城
・
妙
見
城
（
宇
佐
郡
）
ま
で
逃
亡
し
た
。

　
②
　
田
の
失
態
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
秀
吉
は
、
多
く
の
反
対
を
抑
え
て
義

　
　
統
に
豊
後
一
国
を
安
堵
し
た
。

　
㈹
　
将
来
の
貢
献
を
考
え
、
秀
吉
は
「
吉
」
の
一
宇
を
義
匠
に
与
え
豊
臣

　
　
　
一
族
の
扱
い
に
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
朝
鮮
で
の
失
態
に
関
係
の
な
い
過
去
の
事
例
ま
で
引
き
合

い
に
出
し
て
、
厳
し
く
義
統
の
失
態
を
断
罪
し
て
い
る
の
は
、
小
西
ら
の
報

告
が
義
統
に
と
っ
て
相
当
に
苛
酷
な
内
容
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
連
想
さ
せ

る
。
　
義
統
主
従
に
対
す
る
処
分
は
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
田
　
義
統
は
毛
利
輝
元
預
け
（
山
口
本
国
寺
幽
閉
・
出
家
し
宗
巌
と
改

　
　
名
）
。
の
ち
佐
竹
義
宣
（
水
戸
）
預
け
。

　
②
　
子
息
義
乗
は
加
藤
清
正
預
け
。

　
　
　
の
ち
一
五
九
四
年
徳
川
家
康
（
江
戸
）
預
け
。

　
㈲
　
家
臣
団
は
黒
田
孝
高
、
長
歎
以
下
数
名
の
大
名
預
か
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
か
か
た
　
　
　
　
む
な
か
た
か
も
ん
し
げ
つ
ぐ

　
　
＊
こ
の
と
き
田
原
親
賢
紹
忍
、
宗
像
掃
部
鎖
続
は
竹
田
中
川
秀
成
与
力

　
　
　
待
遇
。

吉
弘
氏
と
吉
弘
統
幸

　
石
垣
原
の
合
戦
で
義
統
に
殉
じ
た
吉
弘
統
幸
は
、
こ
の
時
黒
田
孝
高
（
中

津
）
の
も
と
に
身
を
寄
せ
、
の
ち
に
統
幸
の
従
兄
弟
に
あ
た
る
柳
川
城
主
立

花
宗
茂
を
た
よ
り
、
知
行
二
〇
〇
〇
石
を
付
与
さ
れ
て
い
る
。

　
吉
弘
氏
は
、
大
友
第
一
代
能
直
の
第
二
一
子
泰
広
を
祖
と
す
る
大
友
田
原

家
の
流
れ
を
汲
む
。
南
北
朝
（
一
三
三
六
～
九
二
）
期
に
活
躍
し
た
氏
弘
の

時
、
現
東
国
東
郡
武
蔵
町
大
字
吉
広
に
所
領
を
分
与
さ
れ
、
吉
弘
姓
を
名
乗

る
よ
う
に
な
っ
た
。
楽
庭
八
幡
社
に
伝
わ
る
吉
弘
楽
は
、
こ
の
氏
弘
が
、
戦

勝
と
五
穀
豊
饒
を
願
っ
て
奉
納
し
た
こ
と
に
始
ま
る
と
さ
れ
る
。
参
考
ま
で

に
吉
弘
家
の
略
系
図
を
示
す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
誤
信
－
統
幸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
‐

ｌ
＜
　
　
　
　
　
　
‐
１

　
　
　
重
種
－
統
虎
（
立
花
家
養
子
＝
立
花
宗
茂
）

　
　
　
二
　
大
友
家
再
興
と
義
統
の
賭
け

大
友
義
統
赦
免
と
福
原
麦
高
（
発
）
改
易

　
一
五
九
八
年
秀
吉
が
没
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
朝
鮮
民
族
の
抵
抗
に
苦
戦

を
強
い
ら
れ
て
い
た
日
本
車
は
撤
兵
し
、
文
禄
・
慶
長
の
役
に
終
止
符
が
打

た
れ
た
。

　
秀
吉
の
死
後
、
遺
子
豊
臣
秀
頼
の
後
見
人
と
し
て
政
局
の
指
導
権
を
握
っ

た
家
康
（
伏
見
在
城
）
の
執
政
下
で
、
義
統
は
赦
免
さ
れ
自
由
の
身
と
な
っ

た
。
こ
の
背
景
に
は
、
義
統
除
国
後
、
後
水
尾
天
皇
の
乳
母
と
な
っ
た
妻
少

納
言
と
姑
（
後
陽
成
天
皇
の
大
乳
母
）
の
尽
力
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
政

治
的
に
は
、
朝
鮮
出
兵
中
の
豊
臣
政
権
の
諸
措
置
（
石
田
三
成
ら
文
吏
派
主



導
）
に
不
信
感
を
募
ら
せ
て
い
た
武
断
派
（
加
藤
・
福
島
・
黒
田
・
細
川
・

池
田
な
ど
）
が
、
当
該
措
置
の
再
吟
味
を
要
求
し
た
こ
と
が
影
響
し
た
と
も

云
わ
れ
る
。

　
吟
味
に
は
大
友
氏
改
易
の
経
緯
も
当
然
俎
上
に
の
ぽ
っ
た
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。
豊
後
検
地
後
、
臼
杵
↓
府
内
↓
杵
築
を
転
々
支
配
し
た
福
原
直
高

（
亮
）
が
、
一
五
九
九
年
に
家
康
に
よ
っ
て
改
易
さ
れ
た
こ
と
も
そ
の
結
果
で

あ
ろ
う
。
福
原
は
、
石
田
三
成
の
妹
婿
で
も
あ
る
が
、
慶
長
の
役
で
は
軍
奉

行
と
し
て
諸
軍
を
監
察
す
る
任
に
あ
り
、
武
断
派
の
諸
将
と
厳
し
く
対
立
し

た
人
物
と
さ
れ
る
。

豊
臣
・
徳
川
開
戦
と
義
統
の
帰
趨

　
赦
免
さ
れ
た
義
統
は
、
一
五
九
九
年
四
月
に
水
戸
を
発
ち
、
江
戸
牛
込
の

長
男
義
乗
の
元
に
身
を
寄
せ
た
。
つ
い
で
七
月
に
は
上
洛
し
て
伏
見
城
で
家

康
に
謁
見
し
た
と
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
大
友
家
再

興
の
こ
と
な
ど
を
懇
請
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　
翌
ヱ
ハ
○
○
年
四
月
、
義
統
は
豊
臣
の
武
将
増
田
長
盛
の
配
慮
に
よ
り
大

坂
天
満
に
居
を
定
め
た
。
そ
れ
ま
で
は
改
易
さ
れ
た
大
名
の
宿
命
か
ら
か
住

居
も
定
ま
ら
な
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
だ
け
に
、
増
田
の
支
援
は
想
像
さ
れ

る
豊
臣
方
の
肩
入
れ
と
相
侯
っ
て
義
統
の
帰
趨
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
義
統
が
天
満
に
居
を
定
め
た
翌
々
六
月
、
徳
川
家
康
は
、
石
田
三
成
と
密

約
し
会
津
に
挙
兵
し
た
上
杉
景
勝
征
伐
の
た
め
伏
見
城
を
出
陣
し
た
。
そ
の

翌
七
月
に
は
石
田
三
成
が
家
康
の
留
守
を
ね
ら
い
伏
見
城
を
包
囲
、
八
月
一

目
に
は
こ
れ
を
落
城
さ
せ
、
こ
こ
に
天
下
分
け
目
の
関
ケ
原
の
戦
の
幕
が

切
っ
て
落
と
さ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
政
治
情
勢
の
急
激
な
展
開
の
中
で
義
統
は
、
大
友
家
再
興
の

命
運
を
豊
臣
・
徳
川
の
い
ず
れ
に
賭
け
る
か
の
厳
し
い
選
択
を
迫
ら
れ
た
。

　
当
時
の
義
統
の
置
か
れ
た
状
況
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
江
戸
に
あ
っ
た

子
息
義
乗
は
、
家
康
の
会
津
征
伐
に
従
軍
し
て
旗
色
を
鮮
明
に
し
て
お
り
、

義
続
自
ら
は
家
康
主
導
の
政
権
下
で
赦
免
さ
れ
、
家
康
の
大
友
家
再
興
に
か

か
わ
る
沙
汰
も
受
け
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
か
ら
、
義
続
の
帰
趨
は
ま

ず
は
徳
川
方
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
他
方
で
義
続
は
、
増
田
長
盛
ら

を
介
し
て
豊
臣
方
（
石
田
三
成
ら
）
の
援
助
も
受
け
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る

か
ら
、
家
康
の
会
津
征
伐
出
陣
↓
伏
見
城
攻
防
↓
落
城
と
い
う
事
態
の
急
展

開
の
中
で
、
浪
々
の
身
と
し
て
採
る
選
択
肢
は
、
お
の
ず
か
ら
二
者
択
一
と

い
う
限
ら
れ
た
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
軍
事
力
皆
無
の
現
状
で

は
、
豊
臣
方
帰
属
に
命
運
を
賭
け
る
以
外
に
な
い
。
万
一
不
都
合
な
場
合
は
、

徳
川
帰
属
の
子
義
乗
に
大
友
再
興
の
夢
を
託
す
。
当
時
の
多
く
の
大
名
が

採
っ
た
生
き
残
り
策
で
あ
る
が
、
さ
し
て
無
理
な
推
理
で
は
な
か
ろ
う
。
『
情

正
勲
績
考
』
（
『
大
分
県
史
』
中
世
編
Ⅲ
）
に
記
す
次
の
一
文
も
、
信
憑
性
の

高
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
其
ノ
頃
前
ノ
豊
後
国
主
大
友
左
兵
衛
義
統
浪
々
ノ
身
ト
ナ
リ
居
リ
シ
ヲ

　
招
キ
、
石
田
三
成
相
謀
り
本
領
ヲ
申
シ
与
へ
、
古
ノ
浪
人
ヲ
召
集
メ
豊
後
、

　
豊
前
ノ
間
二
相
働
キ
九
州
ヲ
討
静
メ
ラ
レ
ヨ
ト
下
知
ス
、
大
友
喜
ビ
領
掌

　
シ
テ
諸
浪
人
ヲ
駆
催
シ
近
々
豊
後
二
下
ラ
ン
ト
議
ス
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
註
・
本
領
＝
歴
代
大
友
氏
の
領
地
豊
後
　
・
下
知
＝
命
令
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
領
掌
＝
聞
き
入
れ
る
　
　
　
　
　
　
　
・
駆
催
＝
駆
り
集
め
る

豊
後
諸
大
名
の
勢
力
関
係

　
ヱ
ハ
○
○
年
八
月
、
義
続
は
大
坂
を
後
に
し
て
豊
後
に
向
か
っ
た
。
そ
れ

は
前
記
『
清
正
勲
績
考
』
に
記
す
通
り
、
「
古
ノ
浪
人
ヲ
召
集
メ
豊
後
・
豊
前

ノ
間
二
相
働
キ
九
州
ヲ
討
静
」
め
る
た
め
で
あ
・
っ
た
。
’

　
両
陣
営
の
、
豊
後
に
お
け
る
勢
力
配
置
は
一
部
を
除
き
明
確
で
は
な
い
。

松
井
康
之
の
、
主
君
細
川
忠
興
宛
書
簡
に
拠
っ
て
Ａ
表
を
作
成
し
て
み
た
。

豊
前
は
、
一
五
八
七
年
に
黒
田
孝
高
（
如
水
）
が
中
津
二
Ｉ
万
石
に
封
ぜ
ら

れ
、
八
九
年
に
は
長
政
が
一
八
万
石
に
加
増
さ
れ
家
督
を
相
続
し
て
い
た
。

　
豊
前
全
体
の
情
勢
は
、
小
倉
に
豊
臣
方
毛
利
勝
信
（
一
五
八
七
～
）
、
中
津

に
徳
川
方
黒
田
如
水
（
八
七
～
）
が
盤
鋸
し
て
相
抗
し
て
い
た
。
義
続
の
「
豊
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後
・
豊
前
ノ
間
二
相
働
」
く
と
の
役
割
は
、
小
倉
の
毛
利
と
組
み
中
津
黒
田

熊
谷
直
陳

塩
見
家
純

竹
中
重
利

早
川
長
歌

毛
利
高
政

太
田
一
吉

松
井
康
之

中
川

秀
成

大名

八Ａ

表
Ｗ

▲

||
徳

川

方

●

‖
豊

臣

方

安岐 富来
高
田 府内

隈

府

ぺ日

田

Ｗ

臼
杵 杵憚

竹
田 所領

● ● ▲ ▲ ▲ ● ▲ ▲ 旗色
の

ち

府

内

ヘ

タ〃

一
六
〇
〇
年
改
易

　一
　五
　八

　七↓年
一領
六有
○？
一

年
佐
伯

転
封

るに○一
説

布が福
治

綴

家
康

が
豊
後
在
留
を
命
じ
る

摘要

を
挟
撃
し
て
豊
前
・
豊
後
を
配
下
に
収
め
、
さ
ら
に
は
肥
後
熊
本
の
徳
川
勢

加
藤
清
正
を
筑
後
・
肥
前
・
薩
摩
と
連
携
包
囲
す
る
と
い
う
豊
臣
方
の
戦
略

よ
り
出
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
こ
の
よ
う
な
豊
臣
方
の
戦
略
に
対
し
、
家
康
も
ま
た
豊
後
に
徳
川

の
ク
サ
ビ
を
打
ち
込
む
こ
と
を
忘
れ
な
か
っ
た
。

　
豊
後
で
は
、
既
述
の
よ
う
に
、
一
五
九
九
年
、
杵
築
の
領
主
福
原
直
高

（
亮
）
が
改
易
さ
れ
ヽ
領
地
は
齢
胎
と
な
っ
て
い
た
っ
　
一
六
〇
〇
年
二
月
七
日
ヽ

家
康
は
豊
後
速
見
郡
約
五
万
石
・
湯
布
院
約
一
万
石
を
、
大
坂
表
の
賄
料
と

し
て
丹
後
宮
津
の
領
主
細
川
忠
興
に
与
え
た
。
忠
興
は
、
翌
三
月
三
日
に
家

臣
松
井
康
之
・
有
吉
立
行
を
城
受
け
取
り
に
派
遣
し
て
支
配
体
制
を
整
え
た
。

こ
の
細
川
勢
の
豊
後
進
出
は
、
Ａ
表
に
示
し
た
よ
う
な
勢
力
関
係
形
成
に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
が
、
義
統
の
豊
後
下
向
も
ま
た
、
こ
れ
に
劣
ら
ぬ
役
割

を
担
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

義
統
豊
後
に
下
る

　
義
統
の
豊
後
下
向
は
、
ヱ
ハ
○
○
年
八
月
と
推
定
さ
れ
る
が
、
大
坂
を
発

つ
義
統
に
は
、
秀
頼
か
ら
「
具
足
百
領
・
長
柄
槍
百
本
・
鉄
砲
三
百
挺
・
白

銀
千
枚
・
馬
百
疋
」
が
贈
ら
れ
た
と
い
う
。

　
義
統
の
豊
後
下
向
の
報
は
瞬
く
う
ち
に
中
津
の
黒
田
如
水
や
義
統
の
旧
臣

の
も
と
に
届
い
た
の
で
あ
ろ
う
、
途
上
周
防
上
関
（
山
口
県
）
に
寄
留
し
た

義
統
の
も
と
に
は
、
黒
田
如
水
が
、
義
統
の
元
小
姓
大
神
大
学
に
使
者
宇
治

勘
介
を
案
内
さ
せ
て
接
触
し
、
徳
川
方
へ
の
加
担
を
勧
め
た
。
ま
た
柳
川
（
立

花
氏
）
に
あ
っ
た
旧
臣
吉
弘
統
幸
も
、
江
戸
の
義
乗
の
元
へ
赴
く
途
上
に
上

関
で
義
統
に
謁
見
し
、
徳
川
助
勢
の
進
を
と
る
べ
き
こ
と
を
進
言
し
た
と
い

う
。
し
か
し
義
統
の
意
志
は
変
わ
ら
ず
、
統
幸
は
旧
主
と
共
に
豊
後
に
下
る
。

　
上
関
を
発
っ
た
義
統
主
従
は
、
進
路
を
豊
後
浜
脇
村
（
別
府
市
）
に
向
け

「
（
九
月
）
八
日
晩
熊
谷
城
・
懸
樋
城
之
間
へ
舟
を
つ
け
、
其
夜
木
付
（
杵
築
）

の
沖
を
通
、
高
崎
表
二
懸
仕
、
九
日
の
朝
、
立
石
へ
あ
か
リ
陣
取
」
（
松
井
耶

之
、
有
吉
立
行
連
署
状
案
八
代
市
松
井
文
庫
蔵
・
以
下
「
連
署
状
案
」
）
を
し

た
。
文
中
の
熊
谷
は
安
岐
城
主
・
熊
谷
直
陳
、
懸
樋
は
富
来
城
の
塩
見
家
純

を
そ
れ
ぞ
れ
指
し
、
い
ず
れ
も
豊
臣
方
で
あ
っ
た
。

　
　
　
三
　
立
石
布
陣

要
害
の
地
立
石
布
陣

　
立
石
に
入
っ
た
義
統
軍
の
布
陣
に
つ
い
て
「
石
垣
原
合
戦
覚
」
（
古
屋
文
書
）

は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
（
句
読
点
は
筆
者
）

-

（
前
略
）
大
友
左
兵
衛
頭
吉
統
、
防
州
山
ロ
ヨ
リ
進
発
、
従
大
畑
乗

船陣

九
月
九
日
豊
後
国
浜
脇
浦
二
着
船
、
同
日
夜
五
ツ
時
立
石
江
御
入

即
、
本
陣
立
石
邑
古
屋
園
二
有
合
之
宅
ヲ
陣
屋
ト
ス
。
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一
、
吉
弘
嘉
兵
衛
、
同
村
坂
本
卜
云
二
陣
ヲ
居
、
即
、
有
合
之
農
家
ヲ
陣

　
　
家
ト
ス
。

　
一
、
宗
像
掃
部
者
、
同
村
御
堂
ノ
原
卜
云
二
陣
ヲ
居
、
是
茂
有
合
之
農
家

　
　
ヲ
陣
ト
ス
。

　
こ
の
史
料
に
よ
り
、
義
統
・
吉
弘
・
宗
像
の
主
陣
屋
の
お
お
よ
そ
の
位
置

が
分
か
る
が
、
現
在
の
位
置
で
示
せ
ば
、
ホ
テ
ル
杉
の
井
諸
施
設
の
並
ぶ
朝

見
川
断
層
崖
上
の
高
台
に
展
開
し
て
い
る
。
本
陣
は
古
屋
園
の
天
満
社
境
内
、

吉
弘
陣
は
ー
か
ゆ
き
坂
展
９
４
[
４
か
ら
紫
雲
荘
に
か
け
て
の
坂
本
の
高
台
、

宗
像
陣
は
御
堂
原
の
高
遠
道
高
架
橋
周
辺
に
設
営
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
別
府

市
教
育
委
員
会
の
史
跡
指
定
表
示
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
台
地
か
ら
は
、
黒
田
・
松
井
勢
の
布
陣
し
た
実
相
寺
・
角
殿
山
（
角

山
・
現
ル
ミ
エ
ー
ル
の
丘
）
が
眼
下
道
か
に
一
望
出
来
る
の
み
な
ら
ず
、
吉

弘
陣
か
ら
は
、
府
内
↓
銭
瓶
峠
↓
浜
脇
村
（
別
府
市
）
が
一
望
で
き
、
三
陣

屋
全
て
か
ら
は
、
こ
れ
に
連
な
る
豊
前
街
道
内
陸
路
線
、
並
び
に
豊
前
街
道

海
沿
い
路
線
も
視
界
に
収
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。

　
台
地
南
の
山
際
は
、
朝
見
川
源
流
が
東
西
に
深
い
渓
谷
を
穿
っ
て
険
阻
な

天
然
の
堀
を
な
し
、
ま
た
宗
像
陣
屋
か
ら
西
に
遡
る
と
、
道
は
、
後
述
の
よ

う
に
大
宰
府
官
道
＝
両
筑
街
道
へ
と
遠
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
か
ら
見
る
と
立

石
布
陣
は
、
事
前
に
豊
後
の
旧
臣
と
も
緊
密
な
連
絡
を
取
り
、
持
久
戦
を
も

視
野
に
入
れ
た
戦
略
的
な
配
置
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
義
統
布
陣
に
応
じ
て
旧
家
臣
を
中
心
に
ど
れ
だ
け
の
兵
力
が
結
集
し
た
の

か
は
定
か
で
は
な
い
。
浜
脇
到
着
か
ら
合
戦
ま
で
僅
か
に
三
、
四
日
で
は
、
千

人
を
超
え
る
兵
力
結
集
は
困
難
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
が
大
方
の
見
方
で
あ
る
。

旧
臣
の
中
で
は
、
田
原
紹
忍
と
宗
像
掃
部
が
、
徳
川
従
軍
を
申
し
出
て
、
加

藤
清
正
に
誓
紙
を
、
中
川
秀
成
に
は
妻
子
を
人
質
に
出
し
て
忠
誠
を
示
し
た

が
、
事
実
は
義
統
の
下
に
走
り
、
中
川
公
預
か
り
の
庖
で
差
物
を
多
数
偽
作

し
、
中
川
の
大
友
合
流
を
吹
聴
し
て
波
紋
を
広
げ
て
い
る
。

　
　
　
四
　
豊
後
大
友
軍
道
、
別
府
路
線

　
こ
こ
で
別
府
市
域
に
属
す
る
当
時
の
道
路
網
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
こ
う
。

大
友
時
代
の
道
路
は
、
主
に
軍
道
と
し
て
整
備
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
。
『
別
府

市
誌
』
（
昭
和
八
年
刊
）
・
『
大
分
県
史
』
近
世
編
Ⅳ
に
よ
れ
ば
、
一
七
、
八
世
紀

の
別
府
市
域
に
か
か
わ
る
主
街
道
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
（
筆
者
註
↓
当
時

の
地
名
は
、
所
に
よ
っ
て
は
そ
の
属
す
る
現
市
町
村
名
に
改
め
た
）

(1)

　
　
両
筑
街
道

＊
南
立
石
（
堀
田
）
－
－
鳥
居

大
分
市
（
府
内
）
－
挟
間
町
―
湯
布
院
町
－
九
重
町

玖
珠
町
－
－
日
田
市
－
筑
後
・
筑
前
国

②
　
　
豊
前
街
道

　
大
分
市
（
府
内
）
－
銭
瓶
峠
－
赤
松
－
浜
脇

－
別
府

（
こ
こ
で
①
内
陸

　
　
　
②
沿
海
両
線
に
分
か
れ
る
）

①
別
府
－
鉄
輪
－
十
文
字
原
（
以
上
別
府
市
）
－
安
心
院
町
－
宇
佐

②
　
別
府
－
平
田
－
里
屋
―
古
市
－
小
坂
（
以
上
別
府
市
）
Ｊ

豊
岡
－
鹿
鴫
越
－
山
香
野
原
－
立
石
－
宇
佐
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双、ｵ亘石･

へ＼
碩
ｐ
。
眼

国状足場似合
附
ｌ
ｙ

　
以
上
の
内
、
豊
前
街
道
内
陸
線
は
、
別
府
市
域
で
は
野
口
似
（
別
府
駅
西

北
）
か
ら
鉄
輪
・
明
男
へ
と
石
垣
似
＝
鶴
見
似
を
南
東
か
ら
北
西
に
貫
通
し
、

沿
海
綿
は
海
岸
寄
り
に
石
垣
似
を
南
北
に
横
断
す
る
。

　
両
筑
街
道
へ
と
連
絡
す
る
堀
田
－
鳥
居
－
湯
布
院
線
は
、
旧
大
宰
府
宮
道

に
あ
た
る
と
さ
れ
、
九
州
横
断
道
路
・
見
返
坂
直
下
堀
田
か
ら
朝
見
川
源
流

の
谷
間
に
沿
い
、
現
一
気
登
山
道
の
対
岸
部
を
南
に
遡
上
し
山
道
に
入
る
。

ま
た
こ
の
道
は
、
見
返
坂
直
下
か
ら
北
に
も
伸
び
、
扇
山
の
裾
を
辿
っ
て
小

倉
で
豊
前
街
道
に
連
絡
す
る
。

貝
原
益
軒
と
「
豊
後
速
見
郡
石
垣
原
図
」

　
石
垣
似
合
戦
時
の
別
府
市
域
道
路
網
を
示
す
今
一
つ
の
史
料
に
、
筑
前
黒

田
藩
医
員
似
益
軒
の
添
書
の
あ
る
「
豊
後
速
見
郡
石
垣
原
図
」
（
元
禄
七
年

《
一
六
九
四
）
、
以
下
「
石
垣
原
図
」
）
　
（
津
久
見
市
蔵
）
が
あ
る
。
添
書
は
四

行
書
き
で
次
の
よ
う
な
文
か
ら
な
る
。

　
右
石
垣
原
画
者
元
禄
七
年
四
月
／
十
三
日
予
親
游
観
於
彼
地
所
／
令
衣
笠

　
半
助
描
之
也

　
／
元
禄
七
年
十
月
朔
日
／
貝
原
篤
信
書

　
（
右
石
垣
原
図
は
、
元
禄
七
年
四
月
十
三
目
、
予
が
親
し
く
彼
の
地
所
を
游
観
し
、
衣
笠
半
助

　
を
し
て
、
之
を
描
か
し
む
な
り
　
元
禄
七
年
十
月
朔
日
）

　
同
じ
「
地
図
」
を
模
写
し
た
と
し
て
、
『
大
分
聯
隊
区
管
内
に
於
け
る
郷
土

戦
史
の
研
究
・
示
二
輯
』
（
昭
和
二
年
帝
国
在
郷
軍
入
会
大
分
支
部
刊
）
に
掲

載
さ
れ
た
「
豊
後
国
逸
見
郡
石
垣
似
圖
」
よ
り
書
き
写
し
た
と
さ
れ
る
「
石

垣
似
古
戦
場
見
取
図
」
（
上
段
掲
載
・
以
下
「
見
取
図
」
）
に
は
、
「
添
書
」
が

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
お
り
、
津
久
見
市
蔵
の
も
の
と
比
較
す
る
と
傍
線
部

分
が
異
な
っ
て
い
る
。

　
右
豊
後
国
逸
見
郡
石
垣
原
図
者
／
元
禄
七
年
四
月
十
三
日
貝
原
篤
信
／
親

　
　
　
　
　
　
　
－

　
游
観
於
彼
地
而
全
（
令
の
誤
記
？
）
衣
笠
半
動
揺
之
也
／
元
禄
七
年
十
月

　
朔
日
／
貝
原
篤
信
書

　
地
国
内
の
説
明
も
後
者
が
詳
し
く
、
津
久
見
市
蔵
の
地
図
と
は
別
の
地
図
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を
模
写
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
地
回
そ
の
も
の
は

両
者
と
も
酷
似
し
て
お
り
、
便
宜
上
本
稿
に
掲
載
し
て
検
証
の
資
と
す
る
。

「
豊
後
速
見
郡
石
垣
原
図
」
・
「
石
垣
原
古
戦
場
見
取
図
」
に
見
る

別
府
市
域
の
道
路
網

　
『
大
分
県
史
・
近
世
編
Ⅳ
』
に
は
「
豊
前
国
絵
図
」
（
福
岡
県
立
豊
津
高
校

蔵
）
と
「
豊
後
国
絵
回
」
（
市
立
臼
杵
図
書
館
蔵
）
が
援
用
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
の
製
作
年
代
は
元
禄
一
四
年
（
一
七
〇
一
）
で
、
「
石
垣
原
図
」
が
作
ら

れ
た
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
と
時
間
的
な
隔
た
り
は
殆
ど
な
い
。
前
記
「
豊

後
絵
図
」
と
「
石
垣
原
図
」
・
「
見
取
図
」
を
対
比
し
て
み
る
と
、
別
府
市
域

に
か
か
わ
る
「
豊
前
道
」
が
ほ
ぽ
同
様
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
す
れ

ば
、
後
者
の
二
地
図
は
可
成
正
確
に
当
時
の
別
府
道
路
網
を
伝
え
て
い
る
と

見
て
よ
く
、
こ
れ
に
描
か
れ
た
「
豊
前
道
」
以
外
の
道
路
網
も
十
分
信
用
に

足
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
そ
の
道
路
網
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
（
ナ
ン
バ
ー
は
地
図
上
の
も
の
を

指
す
）

　
③
は
、
鉄
輪
村
か
ら
実
相
寺
・
角
殿
山
間
の
間
道
を
通
り
、
現
実
相
寺
サ
ッ

　
　
カ
ー
ー
場
前
を
西
上
す
る
道
路
と
の
交
差
点
付
近
か
ら
西
南
に
山
の
手
に

　
　
向
か
い
、
古
戦
場
橋
（
西
別
府
病
院
南
側
）
付
近
を
経
て
南
立
石
板
地

　
　
へ
達
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
朝
見
川
断
層
崖
を
上
る
と
立
石
本

　
　
村
の
大
友
義
統
の
陣
所
に
至
り
、
さ
ら
に
西
上
す
る
と
宗
像
掃
部
の
陣

　
　
屋
に
至
る
。

　
④
は
、
別
府
村
の
南
縁
を
朝
見
川
に
並
行
し
な
が
ら
西
上
し
、
坂
本
村
な

　
　
ど
を
経
由
し
て
③
の
道
へ
と
連
結
す
る
。

　
①
②
は
、
豊
前
街
道
内
陸
及
び
沿
海
線

　
こ
の
内
③
④
の
両
道
は
、
合
流
点
上
手
で
堀
田
－
鳥
居
線
へ
と
連
絡
し
両

　
筑
街
道
へ
と
連
な
る
。

　
以
上
道
路
網
に
つ
い
て
概
観
し
た
の
は
、
石
垣
原
合
戦
の
際
の
兵
員
の
移

動
や
戦
闘
に
、
こ
の
道
路
網
が
大
い
に
利
用
さ
れ
た
形
跡
が
あ
る
こ
と
、
ま

た
大
友
方
が
布
陣
に
際
し
、
道
路
網
の
戦
略
的
重
要
性
を
十
分
に
考
慮
し
た

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
Ｊ

　
　
　
五
　
石
垣
原
の
合
戦

東
軍
拠
点
木
付
（
杵
築
）
の
動
静

　
石
塩
原
で
の
攻
防
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
、
ヱ
ハ
○
○
年
二
月
に
細
川
忠

興
領
と
な
り
、
三
月
、
家
臣
松
井
康
之
ら
が
入
城
し
、
豊
後
に
お
け
る
徳
川

方
の
拠
点
と
な
っ
た
杵
築
（
木
付
）
の
動
静
を
「
松
井
文
書
」
で
た
ど
っ
て

⑦み
よ
う
。

　
四
月
一
五
目
、
細
川
忠
興
自
身
が
領
内
巡
視
に
訪
れ
、
二
四
目
に
は
佐

田
（
安
心
院
町
）
　
で
黒
田
如
水
と
会
談
し
、
予
想
さ
れ
る
豊
臣
・
徳
川
全

面
衝
突
の
際
の
豊
後
に
お
け
る
対
応
策
を
話
し
合
っ
た
。
二
六
日
に
上
杉

景
勝
謀
反
の
急
使
が
杵
築
に
到
着
し
、
忠
興
は
急
速
上
杉
討
伐
の
た
め
に

東
上
し
た
。

⑦
　
八
月
二
八
口
付
け
、
大
友
義
統
豊
後
下
向
を
伝
え
る
加
藤
清
正
（
肥
後
）

　
の
書
信
を
受
は
た
杵
築
で
は
、
そ
の
忠
告
に
従
い
領
内
の
庄
屋
や
頭
百
姓

　
ら
を
人
質
と
し
て
城
内
に
拘
引
す
る
と
共
に
、
城
の
防
備
を
固
め
襲
撃
に

　
備
え
た
。
同
日
杵
築
か
ら
は
、
当
面
し
て
い
る
豊
後
の
諸
情
勢
を
伝
え
る

　
書
信
が
主
君
恵
興
宛
に
発
せ
ら
れ
た
。
書
信
の
主
な
内
容
は
次
の
よ
う
で

　
あ
っ
た
。

田
　
大
坂
方
の
使
者
・
太
田
隆
満
（
臼
杵
・
太
田
一
吉
の
子
）
が
杵
築
城

　
受
け
取
り
に
来
城
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

②
　
太
田
父
子
の
深
江
（
日
出
町
）
の
古
城
入
を
防
ぐ
た
め
こ
れ
を
破
壊

　
し
た
。

㈲
　
義
統
が
杵
築
城
を
与
え
ら
れ
中
国
ま
で
下
向
し
た
。

㈲
　
義
統
が
臼
杵
・
府
内
・
熊
谷
（
国
東
安
岐
）
・
垣
見
城
（
国
東
富
来
）

　
の
何
れ
か
に
入
城
、
本
付
攻
め
が
予
想
さ
れ
る
が
、
人
質
を
取
り
、
城

　
を
死
守
す
る
覚
悟
で
あ
る
。
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㈲
黒
田
如
水
よ
り
大
筒
三
丁
、
援
軍
の
約
束
が
あ
っ
た
。
加
藤
清
正
よ
り

　
兵
糧
弾
薬
が
届
い
た
。

㈲
十
八
日
に
加
藤
清
正
が
毛
利
の
上
洛
要
請
を
拒
否
し
た
。

1）

っ
か
ぃ
肩
け
さ
れ
そ
好
い
は
刻
｝
Ｉ
ｆ
る
べ
ｈ
り
い
｜
「
‐
フ
　
ー
―
↑
ｉ
Ｉ
　
。
’
ノ
１
″
｀
Ｊ
″
《
！
ｉ
．
７
り
Ｃ
ｊ
ｌ
　
ｊ
『
ｓ
ｕ

使
被
越
候
者
、
首
を
可
切
由
申
』
し
わ
た
し
（
「
連
署
状
案
」
）
、
強
硬
に
要
求

を
拒
ん
で
い
る
。

　
こ
の
他
に
、
杵
築
と
意
を
通
じ
る
豊
後
国
内
の
大
名
領
主
の
情
報
を
伝
え

て
い
る
が
、
そ
れ
に
あ
れ
ば
、
当
時
杵
築
に
意
を
通
じ
て
い
る
領
主
は
、
竹

中
重
隆
（
高
田
・
病
気
中
）
、
早
川
長
敏
（
府
内
？
・
丹
後
細
川
攻
め
）
、
毛

利
高
教
（
日
田
・
丹
後
攻
め
？
留
守
居
疎
通
）
と
し
、
中
川
秀
成
（
在
竹
田
）

は
中
川
長
祐
が
大
坂
に
上
っ
た
と
告
げ
て
い
る
。

　
㈲
の
人
質
の
件
は
、
旧
領
主
大
友
義
続
の
立
石
布
陣
に
近
郷
の
速
見
郡
農

民
ら
が
助
勢
す
る
こ
と
を
恐
れ
た
松
井
ら
が
、
加
藤
清
正
の
助
言
も
あ
り
大

友
方
に
先
手
を
打
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
次
に
述
べ
る
万
友
方
の
杵
築

城
攻
撃
の
引
き
金
に
も
な
っ
た
。

木
付
城
攻
防
戦

　
杵
築
城
の
攻
防
に
つ
い
て
は
、
「
連
署
状
案
」
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
当
郡
庄
や
共
人
質
丈
夫
二
相
示
し
、
と
か
わ
ニ
小
や
を
か
け
さ
せ
置
申

　
候
処
ニ
、
面
々
持
口
へ
吉
統
（
義
続
）
者
引
入
、
町
を
焼
申
候
を
○
松
井

　
者
取
合
（
中
略
）
鑓
を
入
、
左
右
者
共
討
捕
、
町
ノ
上
ノ
高
ミ
ヘ
追
上
、
（
中

　
略
）
大
筒
に
て
放
、
其
外
○
魚
住
組
鉄
抱
共
に
て
打
立
申
候
条
、
手
を
い

　
共
ノ
首
を
我
と
取
候
て
敗
軍
仕
、
其
日
二
立
石
迄
引
入
申
候
事
、

　
こ
の
攻
撃
は
吉
弘
続
幸
ら
が
指
揮
し
、
九
月
十
日
夜
敢
行
さ
れ
た
。
続
幸

に
従
っ
た
の
は
岐
部
玄
達
・
吉
弘
七
左
衛
門
・
鉄
砲
頭
柴
田
続
生
と
雑
兵
数

百
人
で
、
人
質
と
し
て
二
の
丸
（
百
姓
丸
）
に
あ
っ
た
野
原
太
郎
右
衛
門
の

内
通
に
よ
り
、
町
屋
に
火
が
か
け
ら
れ
、
払
暁
か
ら
白
兵
戦
と
な
っ
た
。
こ

の
ほ
か
松
井
康
之
は
杵
築
城
の
防
衛
線
た
る
「
相
原
山
二
伏
勢
ヲ
置
」
き
、

大
友
方
の
人
質
奪
還
第
一
陣
「
柴
田
小
六
遠
野
天
助
両
人
」
を
「
討
死
」
（
「
古

㈲
に
つ
い
て
、
・
松
井
・
有
吉
は
「
不
及
返
答
な
け
返
し
、
重
而

屋
文
書
」
）
さ
せ
た
と
も
い
う
。
相
原
由
は
日
出
町
大
神
と
杵
築
市
境
に
位
置

す
る
。

　
杵
築
城
攻
防
戦
の
結
果
は
、
柴
田
続
生
の
戦
死
な
ど
も
あ
り
、
史
料
が
物

語
る
よ
う
に
大
友
方
の
敗
北
に
終
わ
っ
た
。
こ
の
攻
撃
は
、
人
質
の
奪
還
は

勿
論
で
あ
る
が
、
出
来
得
れ
ば
杵
築
城
を
攻
略
し
て
大
友
方
の
力
を
誇
示
し
、

動
揺
す
る
豊
後
諸
領
主
の
大
友
帰
属
を
決
定
づ
け
、
直
接
に
は
思
う
に
任
せ

な
い
旧
家
臣
団
の
再
結
果
に
弾
み
を
つ
け
る
こ
と
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

寺
院
焼
き
打
ち
の
謎

　
石
垣
原
合
戦
に
か
か
わ
っ
て
は
、
今
一
つ
寺
院
の
焼
き
打
ち
が
あ
る
。

　
『
別
府
市
誌
』
（
昭
和
六
〇
年
《
一
九
八
五
》
）
に
よ
れ
ば
、
朱
湯
院
長
泉
寺

（
亀
川
万
円
通
山
観
音
禅
寺
（
平
田
町
）
・
太
平
山
宝
泉
寺
（
石
垣
南
）
　
の

三
寺
が
合
戦
で
焼
失
し
た
と
あ
る
。
同
『
市
誌
』
に
は
、
長
泉
寺
、
観
音
禅

寺
に
か
か
わ
っ
て
は
「
明
治
二
十
年
丁
亥
五
月
三
十
一
日
、
御
越
村
内
社
寺
調

査
帳
」
（
神
宮
司
祠
官
土
屋
範
二
）
よ
り
、
「
縁
起
」
を
引
用
し
て
い
る
の
で
、

要
点
の
み
転
載
紹
介
し
た
い
。

　
田
　
然
ル
ニ
慶
長
年
間
、
兵
火
二
罹
リ
、
伽
藍
宝
物
ハ
皆
火
中
二
焼
キ
尽

　
　
シ
テ
、
残
ル
カ
タ
、
ナ
カ
リ
ケ
ル
ニ
、
難
有
哉
、
尊
像
ノ
ミ
ハ
免
カ
レ

　
　
タ
マ
ヒ
ケ
レ
バ
、
里
人
之
ヲ
守
リ
テ
、
僅
ノ
苧
堂
二
安
置
シ
斎
キ
奉
ル
、

　
　
（
「
来
湯
山
寛
徳
院
長
泉
寺
略
縁
起
写
」
）

　
②
　
天
正
年
間
ヨ
リ
、
国
中
戦
乱
ノ
絶
ユ
ル
コ
ト
ナ
ク
、
就
中
慶
長
五
年

　
　
ノ
秋
大
友
黒
田
卜
、
石
垣
原
二
開
戦
ス
、
為
二
近
郊
ノ
社
寺
民
家
ノ
如

　
　
キ
ハ
、
兵
火
ノ
至
ラ
ザ
ル
ナ
ク
、
遂
二
当
山
モ
又
、
烏
有
ノ
破
壊
ノ
道

　
　
場
ト
ナ
レ
リ
、
　
　
　
　
　
　
　
（
「
黄
葉
宗
円
通
山
観
音
寺
略
縁
起
写
」
）

　
長
泉
寺
の
「
尊
像
」
は
薬
師
仏
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
現
存
し
本
尊
と
し
て

祀
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
文
中
に
も
あ
る
よ
う
に
「
苧
堂
二
安
置
」
（
苧
は
茅

か
？
）
し
た
た
め
に
傷
み
が
激
し
く
、
住
職
が
補
修
し
て
現
在
に
至
っ
て
い

る
。
御
越
村
は
明
治
二
二
年
亀
川
・
内
廬
・
野
田
三
村
合
併
で
成
立
し
た
村

で
あ
る
。
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前
記
資
料
か
ら
窺
え
る
こ
と
は
、
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
戦
闘
が
広

く
、
周
辺
の
集
落
や
社
寺
を
も
巻
き
込
ん
で
展
開
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
で
あ

る
。
今
後
の
研
究
が
待
た
れ
る
所
で
あ
る
。

　
で
は
前
記
寺
院
は
、
い
ず
れ
の
軍
勢
に
よ
っ
て
焼
き
打
ち
さ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
か
。

　
速
見
郡
の
地
が
杵
築
領
で
あ
っ
た
こ
と
、
「
松
井
文
書
」
に
も
、
石
垣
原
へ

の
途
上
に
戦
闘
の
あ
っ
た
と
い
う
記
録
が
な
い
こ
と
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
れ

ば
、
松
井
・
黒
田
勢
の
手
に
か
か
っ
た
と
す
る
に
は
無
理
が
あ
る
。
大
友
勢

の
手
に
か
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
敵
軍
（
松
井
・
黒
田
）
が
陣
所
と
し
て
利
用

で
き
る
寺
院
を
破
却
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
観
音
禅
寺
は
、
大

友
轍
り
の
寺
院
で
、
大
友
二
Ｉ
代
将
直
主
従
の
墓
所
と
伝
え
ら
れ
る
石
塔
群

が
あ
り
、
宝
泉
寺
も
同
じ
く
、
吉
弘
統
幸
の
菩
提
寺
と
し
て
現
在
に
至
っ
て

い
る
。

　
な
お
、
実
相
寺
山
麓
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
実
相
寺
は
、
黒
田
の
陣
所
に
な
っ

て
荒
廃
し
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
大
友
破
却
説
も
説
得
力
に
乏
し

い
。
当
時
よ
く
見
ら
れ
た
軽
輩
の
兵
士
に
よ
る
略
奪
の
被
害
も
含
め
背
景
を

考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

黒
田
・
松
井
勢
の
実
相
寺
山
・
角
殿
山
布
陣

　
義
統
が
立
石
に
布
陣
し
た
九
月
九
日
、
義
統
豊
後
下
向
の
報
を
受
け
た
中

津
の
黒
田
如
水
は
、
杵
築
支
援
の
先
遣
隊
（
時
枝
平
太
夫
・
井
上
九
郎
右
衛

門
ら
）
に
出
陣
を
命
じ
た
。

　
先
遣
隊
は
十
日
に
赤
根
峠
（
国
見
町
）
を
越
え
十
二
日
に
杵
築
に
到
着
、

本
隊
到
着
を
将
て
と
の
黒
田
如
水
の
指
示
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
十
三
日
の
払

暁
寅
の
刻
（
午
前
四
時
前
後
）
に
黒
田
勢
、
卯
の
刻
（
午
前
五
時
前
後
）
は

杵
築
勢
が
、
共
に
石
垣
原
を
指
し
て
兵
を
進
め
た
。
途
中
の
道
路
は
十
分
に

整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
、
軍
勢
の
移
動
に
相
当
難
儀
し
た
様
子
が

『
松
井
文
書
』
。
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
康
之
、
馬
を
進
メ
候
共
、
殊
外
難
所
二
而
果
敢
行
不
申
、
一
騎
打

　
ニ
歩
せ
申
候
。
時
枝
平
太
夫
・
井
上
九
郎
右
衛
門
等
茂
、
難
所
二
而
跡

　
勢
続
不
中
候
二
付
、
か
ん
の
お
（
鉄
輪
？
）
山
と
申
野
山
之
傍
二
下
居
申

　
候
時
、
康
之
初
杵
築
勢
追
付
申
候
。
　
　
　
　
：

　
鉄
輪
で
合
流
し
た
黒
田
先
遣
隊
と
杵
築
勢
に
は
、
鉄
輪
～
鶴
見
村
の
地
勢

に
明
る
い
者
が
い
な
か
っ
た
ら
し
く
、
松
井
康
之
は
物
見
を
出
し
て
実
相
寺

山
へ
の
遣
を
探
ら
せ
て
い
る
。
『
松
井
文
書
』
で
そ
の
間
の
経
緯
を
た
ど
っ
て

見
よ
う
。

　
　
康
之
、
桑
原
才
蔵
（
従
者
略
）
江
道
を
見
候
様
ニ
ト
申
聞
候
。
両
人
は

　
道
筋
二
不
構
鶴
見
村
之
中
二
入
候
得
ハ
、
乞
食
Ｔ
人
居
中
候
二
道
を
聞
候

　
処
、
い
か
程
御
人
数
二
而
候
廓
、
此
道
空
敷
候
卜
申
、
一
町
計
村
は
つ
れ

　
迄
案
内
仕
、
行
方
見
へ
不
中
候
。
三
郎
左
衛
門
馳
帰
、
此
道
を
案
内
仕
、

　
実
相
寺
山
江
打
上
申
候
。

　
こ
の
史
料
で
松
井
勢
が
実
相
寺
山
に
布
陣
し
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
そ
の

位
置
は
、
「
康
之
儀
者
、
実
相
寺
山
与
大
友
陣
を
下
墨
仕
候
」
と
あ
る
の
で
、

「
石
垣
原
図
」
に
あ
る
よ
う
に
、
実
相
寺
山
の
西
南
舌
端
の
丘
上
付
近
（
現
別

府
大
学
明
豊
高
校
グ
ラ
ン
ド
位
置
９
・
）
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　
黒
田
先
遣
隊
の
面
々
の
布
陣
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
黒
田
勢
は
、
次
の
よ

う
な
二
番
備
の
態
勢
を
取
っ
て
い
た
。

　
一
番
備

　
　
久
野
次
左
衛
門
・
曽
我
部
五
右
衛
門

　
母
里
与
三
兵
衛
・
時
枝
平
太
夫

二
番
備

　
井
上
九
郎
右
衛
門
・
野
村
市
右
衛
門

　
後
藤
太
郎
助

四
頭
　
千
余
人

三
頭
　
千
余
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
連
署
状
案
』
）

　
こ
の
う
ち
時
枝
平
太
夫
ら
の
布
陣
に
つ
い
て
は
、
「
時
枝
者
山
間
之
道
を
過

ぎ
、
広
野
二
Ｉ
組
之
人
数
を
北
向
二
備
を
立
申
候
」
（
『
松
井
文
書
』
）
と
あ
る

の
で
、
実
相
寺
山
と
角
殿
山
（
通
称
ル
ミ
エ
ー
ル
の
丘
）
の
間
道
を
通
り
抜
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け
て
前
面
の
大
の
馬
場
に
出
、
そ
れ
に
続
く
原
野
に
布
陣
し
た
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。
時
枝
は
、
杵
築
見
切
り
出
陣
の
仕
掛
け
人
で
あ
り
、
先
陣
を
め
ぐ
っ

て
松
井
に
異
論
を
唱
え
る
な
ど
、
功
を
勲
る
気
配
の
濃
厚
な
こ
と
が
前
『
文

書
』
に
よ
っ
て
散
見
さ
れ
る
。

　
二
番
備
・
井
上
ら
の
布
陣
に
つ
い
て
は
、
貝
原
益
軒
の
『
豊
国
紀
行
』
に

次
の
一
文
が
あ
る
。

　
　
井
上
九
郎
右
衛
門
、
野
村
市
右
衛
門
は
、
加
来
殿
山
の
上
、
北
の
方
低

　
き
所
に
、
陣
を
取
て
有
し
が
、
井
上
Ｔ
人
南
の
高
き
所
よ
り
、
鶴
見
原
の

　
軍
の
よ
ふ
（
様
？
）
を
見
て
、
時
分
よ
し
と
思
ひ
、
士
卒
を
呼
び
て
、
野

　
村
と
同
じ
く
山
を
下
り
て
、
敵
陣
に
向
ひ
戦
ふ
。

　
杵
築
・
黒
田
勢
の
布
陣
配
置
を
「
見
取
図
」
で
見
る
と
、
黒
田
に
関
し
て

は
如
水
陣
所
以
外
に
記
載
は
な
い
・
後
藤
㈲
匠
模
写
に
な
る
「
石
垣
原
古
戦

場
之
図
」
（
一
八
四
九
年
・
別
府
市
・
八
幡
神
社
蔵
）
に
は
、
実
相
寺
に
三
ケ

所
（
西
南
・
東
南
・
北
西
の
各
突
端
）
、
角
殿
山
の
山
頂
に

’一
ケ
所
ヽ
コ
ニ
」

の
印
が
付
し
て
あ
る
。
こ
れ
を
布
陣
の
印
と
す
れ
ば
、
石
垣
原
に
出
ば
る
大

友
方
の
「
少
鉄
畑
之
者
」
に
、
一
番
備
の
「
四
人
の
衆
か
ぶ
か
れ
（
欺
か
れ
）
」

一
戦
に
及
ん
だ
と
き
、
「
一
里
も
跡
に
」
（
『
連
署
状
案
』
）
あ
っ
た
と
い
う
井

上
ら
が
、
事
態
の
急
変
に
急
速
、
杵
筆
勢
と
並
ぶ
角
殿
山
に
戦
列
を
整
え
た

の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
前
述
の
「
見
取
図
」
の
記
載
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
の
一

文
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
　
此
山
上
北
ノ
方
二
広
サ
／
二
反
計
ノ
所
ア
リ
／
如
水
公
先
手
井
上
九
／

　
郎
右
工
門
野
村
市
右
／
ェ
門
陣
所
ナ
リ

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
角
殿
山
に
は
井
上
・
野
村
ら
の
黒
田
二
番
備
勢
が
布
陣

し
た
こ
と
に
な
る
。
実
相
寺
山
に
松
井
ら
細
川
勢
が
布
陣
し
て
い
た
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
後
で
到
着
し
た
黒
田
二
番
備
が
、
間
道
を
挟
ん
で
石
垣
原
を
一

望
で
き
る
角
殿
山
に
布
陣
す
る
こ
と
は
、
戦
略
的
に
も
正
し
い
選
択
で
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
こ
の
山
（
約
一
七
〇
メ
ー
ト
ル
・
丘
と
い
う
方
が

適
切
）
は
、
北
側
は
急
斜
面
か
ら
な
り
、
石
垣
原
を
俯
瞰
で
き
る
南
側
と
豊

前
街
道
に
近
接
す
る
西
側
は
緩
斜
面
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
。

　
他
方
、
黒
田
如
水
率
い
る
本
隊
も
同
じ
九
日
に
中
津
を
出
陣
、
宇
佐
高
森

（
黒
田
孝
利
）
、
高
田
（
竹
中
重
信
）
を
経
て
、
十
日
に
は
赤
根
峠
（
国
見
町
）

を
越
え
国
東
郡
に
進
出
し
た
。
十
一
目
に
は
富
来
城
（
垣
見
）
を
包
囲
し
た

が
、
杵
築
攻
撃
の
報
に
接
し
て
か
兵
を
先
に
進
め
、
安
岐
（
熊
谷
）
を
も
回

避
し
て
石
塩
原
合
戦
の
闘
わ
れ
た
九
月
十
三
日
に
は
、
頭
成
（
日
出
町
豊
岡

駅
付
近
）
に
達
し
て
い
た
。

戦
場
「
石
垣
原
」
の
実
像

　
石
垣
原
の
当
時
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
「
松
井
文
書
」
に
次
の
よ
う
に
記
さ

れ
て
い
る
。

　
　
石
垣
原
者
、
南
下
リ
ニ
壱
里
之
野
ト
申
候
得
共
、
長
く
相
見
へ
、
実
相

　
寺
山
、
立
石
間
二
十
町
茂
可
有
之
候
。
此
野
者
、
草
短
く
縄
を
張
り
た
る

　
こ
と
く
竪
横
十
文
字
二
荊
韓
生
し
、
土
地
の
高
下
有
之
石
高
之
地
二
而
御

　
座
候
。

　
石
垣
原
を
、
史
料
の
云
う
よ
う
に
実
相
寺
山
か
ら
立
石
（
朝
見
川
断
層
崖
）

間
の
原
野
と
し
、
直
接
距
離
を
見
る
と
、
山
頂
か
ら
大
友
本
陣
ま
で
で
約
二

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
史
料
の
「
二
十
町
」
（
一
町
＝
一
〇
九
メ
ー
ト
ル
）
と
い
う

目
測
も
ほ
ぽ
当
を
得
て
い
る
。
一
見
広
く
見
え
る
古
戦
場
も
、
徒
歩
で
一
時

間
も
あ
れ
ば
横
断
で
き
る
広
さ
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
史
料
の
語
る
石
塩
原
は
、
筆
者
が
別
府
高
等
小
学
校
時
代
に
よ
く
学

校
菜
園
用
の
草
刈
に
行
っ
た
場
所
で
あ
る
が
、
そ
の
体
験
か
ら
す
れ
ば
、
史

料
の
示
す
景
観
は
、
開
発
の
道
ん
で
い
な
か
っ
た
当
時
の
石
垣
原
の
有
り
様

と
よ
く
似
て
い
る
。
ま
た
伏
流
水
の
浅
い
所
に
は
照
葉
樹
林
が
繁
茂
し
て
い

た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
九
州
大
学
生
体
防
御
医
学
研
究
所
付
属
病
院
（
通
称

温
研
）
構
内
に
保
存
さ
れ
て
い
る
原
生
林
が
証
明
し
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
騎
馬
戦
は
不
向
き
と
考
え
ら
れ
も
す
る
が
、
先
述
の
よ
う
に
、

宇
佐
へ
の
豊
前
街
道
へ
通
じ
る
車
道
が
石
垣
原
を
南
東
か
ら
北
西
へ
と
貫
通
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し
、
ま
た
実
相
寺
山
裾
の
間
道
か
ら
立
石
へ
通
じ
る
路
線
も
前
記
軍
道
と
交

錯
し
て
石
垣
原
を
貫
通
し
て
い
る
の
で
、
戦
闘
場
面
は
別
と
し
て
、
騎
馬
・

兵
員
の
移
動
は
こ
れ
ら
の
路
線
を
利
用
し
て
敏
速
に
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
推
測
さ
れ
る
。
諸
史
料
中
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
騎
馬
で
の
武
将
た
ち

の
移
動
が
そ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

合
戦
三
度

　
黒
田
・
杵
築
勢
が
夜
明
け
前
に
杵
築
を
出
発
し
鉄
輪
に
到
着
し
た
こ
ろ
、

大
友
方
の
「
物
見
」
は
そ
の
動
き
を
察
知
し
て
、
狼
煙
を
上
げ
て
襲
来
を
本

陣
に
告
げ
た
。

　
黒
田
一
番
備
（
時
枝
ら
）
が
実
相
寺
の
間
道
を
通
り
、
大
の
馬
場
前
面
の

石
塩
原
に
展
開
す
る
こ
ろ
に
は
、
少
数
の
鉄
砲
隊
を
伴
っ
た
大
友
勢
の
先
手

は
、
実
相
寺
か
ら
遠
く
な
い
石
垣
原
原
野
に
布
陣
し
て
戦
闘
態
勢
に
入
っ
て

い
た
。
次
の
一
文
が
そ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
（
大
友
勢
は
）
本
陣
を
被
打
出
、
時
枝
備
与
弓
手
（
左
）
ニ
見
な
し
東
向
二
備
を
立

　
て
、
暫
、
野
中
二
折
敷
杵
築
勢
実
相
寺
山
へ
打
上
り
候
を
見
上
候
（
『
松
井
文
書
』
）

　
大
友
勢
の
布
陣
場
所
は
、
松
井
の
陣
（
標
高
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
）
か

ら
「
下
墨
（
俯
瞰
）
」
で
き
る
位
置
に
当
た
り
、
そ
こ
に
「
折
敷
」
い
て
杵
築

勢
を
「
見
上
」
げ
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
か
ら
、
大
友
勢
は
、
立
石
本

陣
か
ら
実
相
寺
間
道
へ
通
じ
る
道
に
沿
っ
て
移
動
し
、
豊
前
街
道
と
の
交
差

点
付
近
（
現
在
の
南
原
付
近
？
）
に
布
陣
し
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　
戦
闘
は
、
一
三
日
「
午
刻
与
酉
中
刻
迄
懸
引
三
度
之
軍
」
（
同
前
）
で
、
正

午
こ
ろ
か
ら
午
後
六
時
こ
ろ
ま
で
三
度
に
わ
た
り
、
白
兵
戦
の
形
で
戦
わ
れ

た
よ
う
で
あ
る
。
「
古
屋
文
書
」
は
「
七
番
掛
」
と
し
、
「
別
府
市
誌
」
（
昭
和

六
〇
年
刊
）
は
、
「
七
番
掛
」
を
原
文
の
ま
ま
転
載
し
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ

た
い
。

緒
戦
の
勝
者
は
黒
田
・
松
井
勢

　
実
相
寺
山
麓
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
原
野
に
対
峙
し
た
大
友
、
時
枝
両
軍

は
、
弓
・
鉄
畑
の
足
軽
を
先
兵
に
次
第
に
接
近
し
、
杵
築
勢
の
「
弓
、
鉄
抱

茂
、
時
枝
二
負
申
間
敷
と
皆
野
中
二
打
出
」
で
（
以
下
「
松
井
文
書
」
に
よ

る
）
、
遂
に
戦
端
が
聞
か
れ
た
。

　
実
相
寺
山
の
陣
に
待
機
し
て
い
た
松
井
・
有
吉
ら
武
将
も
急
ぎ
戦
闘
に
加

わ
っ
た
。
史
料
は
激
戦
の
模
様
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

　
其
内
二
先
手
八
次
第
二
詰
寄
あ
ひ
一
町
之
内
外
二
相
成
候
。
此
肺
を
坂
本

　
三
郎
右
衛
門
見
候
而
只
今
先
手
ハ
鑓
を
可
仕
候
、
是
二
御
陣
ハ
如
何
と
申

　
二
付
、
（
中
略
）
直
二
麓
江
討
下
申
候
。
康
之
儀
茂
不
及
是
非
、
先
手
之

　
鉄
地
際
二
馬
を
駆
付
候
ヘ
ハ
、
（
有
吉
）
四
郎
右
衛
門
馬
与
下
り
鉄
畑
を
取

　
申
候
。
康
之
儀
下
立
申
候
を
見
候
而
、
宗
像
掃
部
・
吉
弘
加
兵
衛
等
之
歎

　
百
人
計
、
大
友
方
之
鉄
畑
の
後
与
三
十
間
計
之
間
を
曳
繋
二
而
突
悲
候
ヘ

　
ハ
、
四
郎
右
衛
門
鉄
地
を
以
十
四
五
間
程
之
間
二
而
放
し
歎
を
打
倒
申
候
。

激
戦
は
さ
ら
に
続
く
。
史
料
を
た
ど
ろ
う
。

　
康
之
見
悲
歎
二
十
人
計
、
鑓
・
薙
刀
二
而
打
悲
其
を
鍵
鑓
を
以
相
手
二

　
罷
成
、
歎
を
追
散
し
首
二
討
取
、
左
之
手
二
蒙
疵
申
候
（
中
略
）
　
（
家
来
の
）

　
面
々
何
れ
茂
力
戦
仕
敵
を
追
立
、
大
友
方
敗
軍
仕
候

　
し
か
し
大
友
方
の
「
敗
軍
」
に
つ
い
て
は
、
黒
田
方
を
誘
い
込
む
戦
術
的

な
退
却
と
す
る
説
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
見
方
は
、
次
の
第
二
戦
に
お
け
る

時
枝
勢
の
敗
退
の
あ
り
よ
う
と
も
無
関
係
で
は
な
い
。

第
二
戦
一
大
友
勢
の
追
撃
勝
利
と
戦
場

　
緒
戦
に
大
友
勢
を
打
ち
破
っ
た
黒
田
一
番
備
・
杵
築
松
井
勢
の
う
ち
、
時

枝
ら
黒
田
勢
は
勢
い
に
任
せ
、
武
将
は
騎
馬
の
ま
ま
で
敗
走
す
る
大
友
勢
を

追
撃
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゛

　
し
か
し
、
大
友
勢
は
「
立
石
き
わ
に
て
取
て
返
し
」
反
撃
に
移
る
。
激
戦

の
中
で
黒
田
一
番
備
の
四
将
の
う
ち
「
久
野
次
左
衛
門
・
曽
我
部
五
右
衛
門
」

ら
二
将
が
討
死
し
た
た
め
黒
田
勢
は
「
惣
敗
軍
二
成
」
、
「
も
と
の
実
相
寺
山

を
過
」
（
以
上
「
連
署
状
案
」
）
て
逃
げ
さ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
他
方
松
井
勢
も
、
大
友
勢
追
討
に
助
勢
し
よ
う
と
し
た
が
、
黒
田
二
番
備

の
井
上
九
郎
右
衛
門
が
駆
け
つ
け
「
か
ゝ
る
も
引
く
も
大
将
の
心
得
な
り
、
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不
似
合
い
ふ
か
入
り
沙
汰
の
限
り
ニ
候
」
と
引
き
留
め
た
た
め
そ
れ
に
従
っ

た
。
　
こ
の
と
き
時
枝
ら
に
反
撃
し
た
の
は
吉
弘
統
幸
・
宗
像
掃
部
ら
と
考
え
ら

れ
る
が
、
久
野
・
曽
我
部
ら
が
討
死
に
し
た
激
戦
地
は
ど
の
辺
り
で
あ
ろ
う

か
。
久
野
・
曽
我
部
ら
の
討
死
し
た
場
所
に
つ
い
て
は
、
各
文
献
史
料
と
も

に
記
載
が
な
く
、
彼
ら
が
大
友
勢
を
深
追
い
し
た
状
況
を
記
し
て
い
る
の
み

で
あ
る
。
唯
一
場
所
を
記
し
て
い
る
の
は
前
記
の
「
見
取
図
」
で
あ
る
。
こ

の
地
図
に
は
「
忠
内
気
堀
」
の
唐
側
ヽ
路
線
③
＝
大
の
馬
場
～
立
石
綿
に
沿
っ

て
三
行
に
わ
た
り
次
の
よ
う
に
戦
闘
の
結
果
を
記
し
て
い
る
。

　
久
野
治
左
衛
門
討
死
／
曽
我
部
五
右
衛
門
モ
此
辺
ニ
テ
討
死
ス
／
母
里
美

　
三
兵
衛
時
枝
平
大
夫
此
辺
マ
デ
来
敗
軍
ス

　
討
死
場
所
を
特
定
す
る
た
め
に
は
、
「
忠
内
ケ
堀
」
の
位
置
を
先
ず
は
検
証

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
忠
内
ケ
堀
」
の
位
置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
「
見
取
図
」
の
図
面
で
は
、
原
野
の
立
石
寄
り
に
「
忠
内
ケ
堀
」
（
「
見
取
図
」

⑤
）
と
い
う
縦
長
の
堀
が
黒
色
の
輪
郭
綿
入
り
で
描
か
れ
、
そ
の
枠
内
に
小

字
二
行
で
「
カ
ラ
ホ
リ
ヨ
コ
三
間
・
長
サ
百
余
間
」
と
の
説
明
が
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
数
値
は
『
大
友
興
廃
記
』
の
そ
れ
と
同
数
値
で
あ
る
。

　
「
忠
内
ケ
堀
」
は
、
現
在
の
何
れ
の
辺
り
に
比
定
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

残
念
な
が
ら
貝
磨
益
軒
か
か
わ
る
「
石
垣
原
図
」
に
は
「
境
川
」
が
記
さ
れ

て
い
な
い
た
め
に
「
忠
内
ケ
堀
」
の
位
置
を
特
定
で
き
な
い
。

　
現
在
、
別
府
市
教
育
委
員
会
指
定
の
戦
跡
は
、
境
川
朝
日
橋
北
詰
め
（
県

立
青
山
高
校
校
門
北
方
）
か
ら
、
九
大
塩
研
の
南
側
を
通
り
、
同
河
川
上
流

の
南
立
石
～
鉄
輪
綿
戦
場
橋
北
詰
め
に
通
じ
る
道
路
沿
い
に
点
在
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
「
忠
内
ケ
堀
」
を
現
境
川
の
北
側
に
存
在
し
た
と
仮
定
し
た
結
果
で

あ
ろ
う
が
、
こ
の
当
否
を
確
か
に
判
定
づ
け
る
文
献
史
料
は
存
在
し
な
い
。
し

か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
「
忠
内
ケ
堀
」
が
、
「
塩
研
」
よ
り
も
北
側
、
現
「
南

原
」
の
交
差
点
に
近
い
位
置
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
教
育
委
員
会
指
定
の
戦
跡

は
、
第
二
戦
の
古
戦
場
と
し
て
当
を
得
て
い
る
と
云
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
本
題
に
か
え
ろ
う
。
嘉
禾
年
間
の
「
古
戦
場
図
」
（
こ
れ
に
は
境
川
が
記
載

さ
れ
て
い
る
）
に
は
、
境
川
の
北
岸
、
場
所
は
西
に
ず
れ
る
が
、
そ
こ
に
「
此

辺
ヨ
リ
犬
馬
場
ニ
カ
ケ
テ
戦
地
ナ
リ
」
の
一
文
が
あ
り
、
戦
場
を
境
川
の
北

側
と
し
て
い
る
。
ま
た
「
忠
内
ケ
堀
」
の
記
載
は
な
い
が
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ

位
置
に
は
、
ほ
ぽ
同
一
の
長
さ
で
墨
書
で
点
線
が
打
た
れ
、
「
水
際
石
カ
キ
」

と
説
明
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
「
忠
内
ケ
堀
」
の
跡
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら

れ
る
。
こ
の
堀
に
つ
い
て
は
『
増
補
大
友
興
廃
記
』
に
、
吉
弘
統
幸
討
死
に

関
係
し
て
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
此
所
石
垣
原
の
南
北
の
半
の
所
よ
り
四
丁
ば
か
り
南
立
石
の
方
に
よ
り
て
、

　
野
中
に
忠
内
ケ
堀
と
て
か
ら
堀
あ
り
。
東
西
長
き
事
百
聞
ば
か
り
横
は
三

　
間
ば
か
り
有
、
南
は
岸
の
高
さ
一
間
余
り
、
下
の
方
は
堀
少
し
曲
り
た
る

　
所
有
。

　
　
　
　
※
一
丁
（
町
）
＝
六
〇
間
＝
一
〇
九
メ
ー
ト
ル
、
四
丁
＝
四
三
六
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　
百
聞
＝
一
八
二
メ
ー
ト
ル
　
三
問
＝
五
、
四
五
メ
ー
ト
ル

　
こ
の
記
述
を
現
在
の
別
府
市
に
当
て
は
め
て
み
る
と
、
「
南
北
の
半
の
所
」

（
南
北
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
中
点
）
に
境
川
が
流
れ
て
い
る
。
「
忠
内
ケ
堀
」

を
こ
の
線
か
ら
「
四
丁
」
（
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
強
）
立
石
寄
り
と
す
る
と
、
そ

の
位
置
は
南
立
石
小
学
校
～
法
務
局
出
張
所
の
線
に
当
た
り
、
境
川
以
南
に

当
た
る
。
な
お
、
こ
の
史
料
中
の
「
堀
」
の
数
値
は
「
見
取
図
」
の
記
載
と

全
く
同
じ
で
あ
る
。
「
見
取
図
」
作
製
に
あ
た
り
、
「
増
補
大
友
興
廃
記
」
の

数
値
を
援
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
今
少
し
「
忠
内
ケ
堀
」
の
位
置
を
探
索
し
て
見
よ
う
。
「
見
取
図
」
で
は
、

長
さ
「
百
聞
」
の
「
忠
内
ケ
堀
」
を
、
大
の
馬
場
～
立
石
線
と
豊
前
街
道
が

禅
掛
け
に
交
差
す
る
位
置
の
南
側
に
、
両
路
線
を
東
西
に
断
ち
切
る
形
で
記

載
し
て
い
る
。
「
百
間
」
を
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
と
す
れ
ば
、
「
堀
」
が
両

路
線
を
東
西
に
遮
断
で
き
る
位
置
は
、
交
差
点
か
ら
至
近
の
距
離
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
交
差
点
を
現
在
の
南
原
の
三
差
路
近
辺
（
大
の
馬
場
南
側
？
）
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と
す
れ
ば
、
「
堀
」
は
九
大
温
研
敷
地
内
か
ら
、
そ
の
北
側
の
荘
園
町
の
至
近

の
範
囲
内
に
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

『
豊
国
紀
行
』
と
「
忠
内
ケ
堀
」

　
『
豊
国
紀
行
』
に
は
、
吉
弘
続
幸
の
討
た
れ
た
場
所
を
「
堀
」
と
し
、
関
連

し
て
「
堀
」
の
位
置
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
（
忠
内
ケ
堀
は
）
是
立
石
村
と
鶴
見
村
の
境
な
り
、
（
中
略
）
久
野
次
左
衛

門
戦
死
の
所
よ
り
、
四
町
斗
北
の
方
に
て
、
敵
陣
（
大
友
陣
）
　
へ
も
漸
く
達

し
。
さ
れ
と
石
垣
原
の
半
よ
り
は
、
立
石
村
の
方
に
近
し
。

　
文
中
の
「
四
町
」
は
約
四
四
〇
メ
ー
ト
ル
弱
で
あ
る
か
ら
、
久
野
次
左
衛

門
討
死
の
場
所
を
現
境
川
付
近
と
す
れ
ば
、
そ
れ
よ
り
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
北

側
の
位
置
は
、
先
述
の
よ
う
に
温
研
～
荘
園
町
に
あ
た
り
、
「
見
取
図
」
と
一

致
す
る
。

　
立
石
村
と
鶴
見
村
（
北
中
村
と
原
中
村
に
分
村
）
の
境
界
は
判
然
と
し
な

い
が
、
鶴
見
村
を
「
現
大
字
鶴
見
の
内
」
（
『
角
川
日
本
地
名
辞
典
』
）
と
す
れ

ば
、
南
限
は
現
境
川
近
辺
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
定
さ
れ
る
。
境
川
近
岸
を

第
二
戦
の
久
野
戦
死
の
場
と
す
る
「
古
戦
場
図
」
の
説
を
基
に
、
前
記
『
豊

国
紀
行
』
の
、
「
村
境
」
＝
「
久
野
次
左
衛
門
戦
死
の
所
よ
り
、
四
町
斗
北
の

方
」
と
す
る
説
を
吟
味
す
る
と
、
「
村
境
」
は
鶴
見
村
内
深
く
入
り
込
み
実
態

に
そ
ぐ
わ
な
い
。
ま
た
「
石
垣
原
図
」
の
問
題
点
も
既
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
点
か
ら
考
え
る
と
、
『
豊
国
紀
行
』
の
有
垣
原
合
戦
に
関
す
る
記

述
は
、
貝
原
益
軒
が
親
し
く
石
垣
原
古
戦
場
を
踏
査
し
て
書
い
た
と
す
る
に

は
、
少
な
か
ら
ず
整
合
性
に
欠
け
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
「
石
垣

原
図
」
と
「
豊
国
紀
行
」
の
記
述
の
相
関
関
係
の
希
薄
な
こ
と
も
論
を
待
た

な
い
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
「
忠
内
ケ
堀
」
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
そ
の
位
置
は
温
研
北
方
至

近
距
離
の
範
囲
内
と
推
定
は
さ
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
確
た
る
証

拠
も
な
い
こ
と
故
、
引
き
続
き
検
証
を
重
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

＊
境
川
の
当
時
の
流
路
は
『
石
塩
原
合
戦
絵
図
』
（
大
分
大
学
附
属
図
書
館
蔵
・

　
製
作
時
期
不
明
）
で
は
、
二
な
い
し
三
筋
の
流
れ
が
交
錯
し
て
描
か
れ
お

　
り
、
南
石
垣
か
ら
上
流
の
到
る
所
に
、
川
を
挟
ん
で
「
水
際
石
垣
」
を
示

　
す
点
線
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
出
水
な
ど
に
よ
り
し
ば
し
ば
流
路

　
に
変
動
が
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

＊
九
大
生
体
防
衛
医
学
研
究
所
付
属
病
院
（
通
称
温
研
）
の
所
在
地
は
大
字

　
鶴
見
字
鶴
見
原
で
、
敷
地
内
に
は
古
戦
場
と
伝
え
ら
れ
る
原
野
（
院
内
で

　
は
温
研
山
と
呼
称
）
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。

勝
敗
を
決
し
た
第
三
戦

　
第
三
戦
は
、
敗
走
す
る
黒
田
一
番
備
（
時
枝
軍
）
を
逃
走
す
る
大
友
軍

（
吉
弘
・
宗
像
勢
）
が
実
相
寺
直
近
ま
で
迫
り
、
こ
れ
を
迎
え
撃
つ
黒
田
一

番
・
二
番
備
及
び
杵
築
松
井
軍
と
の
間
で
戦
わ
れ
た
。
『
松
井
文
書
』
で
そ
の

経
過
を
た
ど
っ
て
見
よ
う
。

　
（
実
相
寺
へ
引
く
）
道
二
而
左
之
向
二
人
数
相
見
へ
候
二
付
、
坂
本
三
郎
右

　
衛
門
江
尋
候
ヘ
ハ
、
中
津
勢
ハ
右
江
敗
軍
仕
候
間
大
友
勢
二
而
可
有
之
由

　
申
候
。
何
レ
茂
歩
武
者
二
而
候
へ
八
三
郎
右
衛
門
申
候
通
二
而
可
有
之
ト

　
申
候
。
是
者
宗
像
掃
部
・
吉
弘
加
兵
衛
等
百
五
十
計
、
（
中
略
）
実
相
寺
山

　
之
昇
（
幟
）
を
見
悪
、
本
陣
ト
存
進
寄
申
候
。

　
こ
れ
を
見
る
と
、
第
三
戦
は
、
第
二
戦
の
勝
利
に
勢
い
づ
い
た
大
友
勢
主

力
（
宗
像
・
吉
弘
ら
）
が
、
追
撃
の
手
を
緩
め
ず
実
相
寺
山
麓
に
逃
っ
た
こ

と
か
ら
火
ぶ
た
が
切
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
間
、
髪
を
入
れ
ず
激
戦
が
展

開
さ
れ
た
よ
う
で
、
松
井
康
之
主
従
が
実
相
寺
山
麓
に
着
い
た
途
端
に
銃
撃

戦
が
始
ま
り
、
山
上
陣
地
に
上
っ
た
康
之
主
従
が
「
爰
゛
ケ
所
我
墓
所
卜
誓
言

ヲ
立
」
て
山
を
下
り
始
め
る
や
、
凄
ま
じ
い
銃
弾
の
嵐
が
一
行
を
見
舞
っ
た
。

史
料
は
「
康
之
ハ
山
八
分
目
下
候
ヘ
ハ
吉
弘
・
宗
像
手
与
鉄
畑
を
雨
能
如
く

足
本
二
放
悪
申
候
」
と
そ
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
。

　
第
三
戦
の
戦
場
は
、
実
相
寺
山
麓
で
戦
わ
れ
た
。
大
友
、
松
井
、
黒
田
勢

の
総
力
を
挙
げ
た
戦
い
を
、
康
之
は
次
の
よ
う
に
綴
っ
て
い
る
。

　
初
与
昇
（
旗
）
を
建
置
（
実
相
寺
山
松
井
陣
）
候
ヘ
ハ
、
敵
方
者
多
人
数
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ト
心
得
、
吉
弘
・
宗
像
深
入
仕
候
得
共
、
続
候
勢
茂
無
之
、
（
中
略
）
康
之

　
陣
取
候
山
下
二
古
畠
之
土
手
三
十
間
計
有
之
候
、
此
陰
二
十
四
五
騎
駆
参

　
下
立
候
ヘ
ハ
、
吉
弘
・
宗
像
者
能
相
手
卜
心
得
、
間
壱
町
程
与
急
き
土
手

　
限
二
近
付
曳
声
を
揚
、
一
畑
蹴
立
突
懸
り
申
候
。
野
村
市
右
衛
門
手
之
大

　
勢
一
度
二
着
、
互
二
相
戦
、
吉
弘
方
勝
軍
卜
見
へ
候
処
、
又
、
井
上
九
郎

　
右
衛
門
手
与
六
七
騎
駆
参
古
畠
二
乗
上
、
各
下
立
、
横
鑓
ヲ
入
、
大
友
方

　
被
突
立
、
吉
弘
加
兵
衛
討
死
仕
、
宗
像
掃
部
深
手
を
負
申
候
。

　
こ
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
吉
弘
銃
幸
ら
大
友
勢
は
、
一
旦
は
実
相
寺
山
の
松

井
陣
に
攻
撃
を
か
け
る
が
、
多
勢
と
見
て
麓
の
黒
田
勢
に
矛
先
を
向
け
て
こ

れ
を
圧
倒
し
た
。
し
か
し
黒
田
二
番
備
の
野
村
勢
が
救
援
に
駆
け
つ
け
、
さ

ら
に
は
同
じ
井
上
勢
も
参
戦
、
加
え
て
松
井
勢
も
山
上
か
ら
激
し
く
銃
撃
を

加
え
た
の
で
、
吉
弘
・
宗
像
ら
主
た
っ
た
大
友
方
の
武
将
は
討
た
れ
、
石
垣

原
の
合
戦
は
終
止
符
を
打
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
吉
弘
銃
幸
の
討
死
に
関
し
て
は
、
場
所
は
「
忠
内
ケ
堀
」
と
す
る
史
料
が

ほ
と
ん
ど
で
、
死
に
様
も
多
様
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
『
増
補
大
友
興
廃
記
』

の
一
文
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
場
所
は
「
忠
内
ケ
堀
」

　
吉
弘
声
を
懸
け
井
上
殿
か
珍
し
や
、
吉
弘
加
兵
衛
に
候
へ
ぱ
、
尋
常
に
参

　
会
す
べ
し
（
中
略
）
、
井
上
之
を
見
て
能
敵
と
思
ひ
、
十
文
字
の
鑓
を
以
て

　
駆
向
ふ
。
（
中
略
）
九
郎
右
衛
門
の
運
や
強
か
り
け
ん
。
吉
弘
が
突
け
る
鑓

　
九
郎
右
衛
門
が
胸
板
に
幾
度
も
当
た
り
て
、
鎧
の
所
々
切
る
ば
か
り
な
れ

　
と
も
鎧
の
上
な
れ
ば
通
ら
ず
、
井
上
の
鑓
吉
弘
の
内
甲
に
突
き
入
リ
け
る

　
に
、
十
文
字
の
横
手
に
左
の
頬
先
を
し
た
た
か
に
懸
る
に
、
加
兵
衛
の
冑

　
の
忍
の
緒
切
れ
て
冑
顔
に
を
り
て
目
を
覆
え
ば
、
（
中
略
）
能
時
と
井
上
歓

　
び
思
ひ
て
突
し
か
ぱ
、
左
の
脇
の
下
に
深
く
突
入
リ
た
り
。
（
中
略
）
井
上

　
見
方
に
下
知
し
て
追
懸
け
さ
せ
る
。
後
藤
左
門
が
家
人
小
栗
治
右
衛
門
と

　
云
ふ
者
何
の
苦
も
な
く
突
倒
し
首
を
取
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
場
所
は
「
忠
内
ケ
堀
」
（
『
郷
土
戦
史
の
研
究
』
第
一
輯
）

　
場
所
に
関
し
て
は
、
こ
の
松
井
康
之
の
記
録
に
記
さ
れ
た
実
相
寺
山
麓
ま

た
は
こ
れ
に
近
い
場
所
と
す
る
の
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
こ
こ
で
注
目

さ
れ
る
の
は
、
「
忠
内
ケ
堀
」
に
し
ろ
「
古
畠
」
に
し
ろ
、
「
土
手
」
に
あ
た

る
場
所
が
主
戦
場
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
若
し
「
忠
内
ケ
堀
」
の
位

置
を
南
原
交
差
点
付
近
と
す
れ
ば
、
「
古
畠
之
土
手
」
は
「
堀
」
の
上
手
と
考

え
ら
れ
ら
く
も
な
い
。
交
差
点
は
、
松
井
陣
の
設
営
さ
れ
た
実
相
寺
山
南
西

の
丘
と
、
黒
田
勢
の
拠
っ
た
角
殿
山
の
双
方
か
ら
俯
瞰
で
き
る
直
近
の
距
離

（
約
三
〇
〇
メ
ー
ー
ト
ル
）
に
当
た
る
か
ら
で
あ
る
。

　
松
井
康
之
は
、
戦
い
の
終
わ
り
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

　
康
之
陣
取
前
二
魚
住
市
正
組
之
御
鉄
増
井
康
之
鉄
増
茂
一
列
二
備
、
見
下

　
候
而
敵
を
打
せ
申
候
処
、
手
負
・
討
死
多
、
大
友
方
敗
軍
仕
候
。
中
津
勢

　
労
れ
候
故
、
一
町
計
追
討
四
五
人
討
取
引
入
申
候
。
午
刻
与
酉
中
刻
迄
懸

　
引
三
度
之
軍
二
御
座
候
。

　
午
の
刻
は
正
午
こ
ろ
、
酉
の
中
の
刻
は
午
後
六
時
に
当
た
り
、
合
戦
は
約

六
時
間
、
三
度
に
わ
た
り
石
塩
原
で
戦
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
な
お
「
連
署

状
案
」
は
「
合
戦
」
を
二
度
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
「
松
井
文
書
」

と
同
じ
で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
掲
載
し
て
お
こ
う
。

　
両
度
之
合
戦
二
宗
像
掃
部
鎮
続
・
吉
弘
加
兵
衛
・
其
外
歴
々
八
十
余
討
取
、

　
鑓
を
も
差
出
程
之
者
ハ
相
果
申
候
条
（
後
略
）

大
友
義
統
降
伏
と
戦
後
処
理

　
一
三
日
、
合
戦
が
松
井
・
黒
田
勢
の
勝
利
の
内
に
終
わ
っ
た
こ
ろ
、
黒
田

如
水
の
本
隊
は
日
出
頭
成
に
あ
り
こ
こ
で
勝
報
を
受
け
た
。
実
相
寺
に
到
着

し
た
黒
田
如
水
は
、
一
四
日
軍
議
を
開
き
、
大
友
方
武
将
の
首
実
検
の
後
立

石
攻
略
戦
術
と
降
伏
勧
告
を
議
定
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
先
立
ち
大
友
義

統
は
降
伏
の
意
を
固
め
、
黒
田
方
武
将
母
里
太
兵
衛
の
も
と
に
田
原
紹
忍
を

派
遣
し
て
仲
介
を
依
頼
し
た
。
そ
の
日
の
夕
刻
、
義
統
は
部
下
一
〇
名
と
共

に
実
相
寺
山
の
如
水
の
本
陣
に
出
頭
、
こ
こ
に
石
垣
原
合
戦
は
最
終
的
な
決

着
を
見
た
の
で
あ
る
。

　
他
方
、
肥
後
熊
本
の
加
藤
清
正
は
、
松
井
・
黒
田
支
援
の
た
め
一
四
目
に
内
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牧
へ
、
一
五
日
に
は
阿
蘇
郡
小
国
に
到
着
し
た
が
、
こ
こ
に
松
井
の
軍
使
よ
り

勝
報
が
も
た
ら
さ
れ
熊
本
へ
引
き
揚
げ
た
。
こ
の
と
き
先
遣
隊
は
す
で
に
両
筑

街
道
を
鳥
居
～
堀
田
間
（
旗
の
台
）
に
ま
で
達
し
て
い
た
と
の
説
も
あ
る
。

　
黒
田
の
軍
門
に
降
っ
た
義
統
は
、
中
津
を
経
て
大
坂
の
黒
田
長
政
（
如
水

の
嫡
子
）
の
元
に
移
送
さ
れ
、
如
水
ら
の
嘆
願
に
よ
り
、
常
陸
宍
戸
に
幽
閉

さ
れ
、
ヱ
ハ
○
五
年
そ
の
地
で
波
乱
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

　
竹
田
の
中
川
を
裏
切
り
義
統
に
従
軍
し
た
田
原
紹
忍
は
、
合
戦
後
に
遁
走

し
、
人
を
介
し
て
中
川
に
謝
罪
し
た
が
、
条
件
と
さ
れ
た
臼
杵
の
太
田
攻
略

に
参
戦
し
て
佐
賀
関
で
戦
死
し
た
と
い
う
。
生
涯
人
望
の
な
か
っ
た
人
物
の

よ
う
で
、
「
清
正
動
績
考
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
そ
の
死
に
様
が
酷
評
さ
れ
て

い
る
。

　
紹
忍
実
に
忠
義
の
志
あ
り
て
死
し
た
ら
ん
か
、
然
れ
ど
も
平
生
の
所
業
あ

　
し
き
人
な
れ
ば
、
之
を
信
ず
る
に
足
ら
ず
、
吉
弘
・
宗
像
と
共
に
死
す
る

　
こ
と
あ
た
わ
ず
ん
ぱ
、
せ
め
て
中
川
に
逢
て
所
在
を
語
り
、
即
時
に
自
殺

　
せ
ば
少
し
は
可
な
ら
ん
に
、
今
や
空
し
く
流
矢
に
中
り
死
し
け
る
は
嘆
か

　
わ
し
き
こ
と
に
非
ず
や
、
定
め
て
邪
法
の
根
本
な
れ
ば
神
仏
の
冥
罰
な
る

　
べ
し
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
大
分
県
史
」
中
世
編
ｍ
）

　
　
　
六
　
関
が
原
の
戦
後
の
二
豊
新
大
名
の
配
置

　
石
垣
原
の
合
戦
の
終
わ
っ
た
翌
九
月
一
四
日
、
美
濃
開
か
原
で
は
天
下
分

け
目
の
戦
い
が
展
開
さ
れ
、
こ
れ
も
一
日
で
決
着
し
徳
川
寒
雨
の
覇
権
が
確

立
し
た
。
戦
後
の
処
理
は
苛
酷
を
極
め
、
改
易
（
所
領
没
収
）
さ
れ
た
大
名

は
九
〇
寒
・
約
四
三
八
万
石
、
減
封
四
家
・
約
二
二
Ｉ
万
石
に
の
ぽ
り
、
新

た
な
大
名
配
置
が
強
行
さ
れ
た
。
大
分
県
誠
二
豊
の
大
名
異
動
は
次
の
よ
う

で
あ
っ
た
。

＊
大
名
異
動
（
関
が
原
合
戦
後
）
△
↓
人
封
　
▲
↓
除
封
（
改
易
）

　
ヱ
ハ
○
○
年

　
《
豊
前
》
　
△
中
津
　
黒
田
長
政
筑
前
福
岡
へ

　
　
　
　
△
μ

《
豊
後
》
　
▼
安
岐

　
　
　
　
▼
富
来

　
　
　
　
▼
府
内

　
　
　
　
▼
臼
杵

　
　
　
　
△
臼
杵

ヱ
ハ
○
一
年

（
豊
後
》
　
△
日
出

　
　
　
　
△
府
内

　
　
　
　
△
佐
伯

　
細
川
忠
興
丹
後
宮
津
よ
り
（
三
九
万
九
〇
〇
〇
石
）

（
国
東
）
熊
谷
直
陳
（
一
万
五
〇
〇
〇
石
）
除
封

（
国
東
）
垣
見
家
純
（
二
万
石
）

（
大
分
）
早
川
長
歎
（
二
万
石
）

11　1「

（
海
部
）
太
田
一
吉
（
六
万
五
〇
〇
〇
石
）
　
″

（
海
部
）

（
速
見
）

（
大
分
）

（
海
部
）

稲
葉
貞
通
（
五
万
石
）

　
　
　
　
　
　
　
美
濃
八
幡
よ
り

木
下
延
俊

竹
中
重
利

毛
利
高
政

（
三
万
石
）

（
二
万
石
）

（
二
万
石
）

播
磨
よ
り

高
田
よ
り

人
封

　
μ
　
μ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
田
（
隈
府
）
よ
り
　
が

△
森
　
（
玖
珠
）
来
島
長
親
（
一
万
四
〇
〇
〇
石
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
予
来
島
よ
り

　
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
自
－
自
－
－
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
秦
‐
―
‐
Ｉ
－
Ｉ
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
－
‐
自
－
Ｉ
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
－
１

「
　

本
稿
は
、
平

ご

一
四
年
九
月
刊
『
大
分
県
地
方
史
』
（
第
一
八
六
号
）
に

‐
‐
‐

す
で
に
掲
載
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

- ・ 一
● ㎜ ■

・ ㎜

こ
の
度
、
同
研
究
会
（
豊
田
寛
三
会
長
）
の
特
別
の
ご
厚
意
に
よ
り
、

皿㎜ ・● -

別
府
史
談
会
会
員
の
た
め
に
「
転
載
」
を
許
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
厚
く
‐
‐
‐

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

Γ
ゆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
自
Ｉ
Ｉ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
編
集
部
）
一

ｌ
ｌ
’
！
－
ｉ
’
！
‐
ｌ
ｉ
ｉ
ｌ
Ｌ
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